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◎
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
（
第
５
号
）�

◎
工
事
請
負
契
約
の
変
更�

◎
物
品
購
入
（
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
契
約
の
締
結�

◎
物
品
購
入
（
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
契
約
の
締
結  

�
���� 

平
成
21
年
度
補
正
予
算�

◎
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
（
第
６
号
）�

◎
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　
　
　
（
第
７
号
）�

◎
鉾
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　
（
第
３
号
）�

◎
鉾
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　
　
　
（
第
３
号
）�

◎
鉾
田
市
鉾
田
区
域
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
　
（
第
２
号
）�

� 

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
等�

●
鉾
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

◎
鉾
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び�

　
　
　
　
　
　
　
　
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

◎
鉾
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

◎
鉾
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

� 
そ
の
他�

◎
大
洗
、
鉾
田
、
水
戸
環
境
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
仮
称:

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
取
得
）�

��

�

�������������

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
す
る
た
め
の

経
費
を
予
算
措
置
。�

�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。�啓

発
普
及
は
チ
ラ
シ
、

広
報
等
で
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

補
助
を
し
な
い
年
齢
層

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
状
況
は
。�

今
回
の
市
単
独
の
助
成

金
の
対
象
か
ら
は
、
65

歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
の

方
と
高
校
生
は
除
外
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

15
歳
以
上
を
補
助
対
象

外
に
し
た
理
由
は
。�

�����

14
歳
未
満
の
方
々
の
重

症
者
が
15
歳
以
上
の
方

に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
高
く
、

小
さ
い
年
齢
ほ
ど
重
症
化
傾

向
に
あ
る
の
で
、
ま
ず
優
先

的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
助
成
を
考
え
ま
し

た
。�

�����

　
地
盤
改
良
杭
及
び
堤
脚
水

路
工
の
設
計
変
更
に
伴
い
、

契
約
金
額
１
億
９
０
０
５
万

円
か
ら
３
７
８
０
万
円
を
増

額
し
、
２
億
２
７
８
５
万
円

に
変
更
。�
�

契
約
前
の
地
盤
調
査
に

つ
い
て
、
一
体
ど
の
よ

う
な
調
査
が
行
わ
れ
た
の
か
。�

契
約
す
る
際
の
地
盤
調

査
は
、
総
合
的
な
地
盤

解
析
を
行
い
、
強
度
的
な
調

査
を
し
た
結
果
で
す
。
し
か

し
、
今
回
の
地
盤
調
査
の
中

で
大
幅
に
変
わ
っ
た
と
い
う�

�����

の
は
、
既
存
の
水
路
敷
、
堤

脚
水
路
敷
の
部
分
で
、
当
初

は
掘
削
し
な
い
と
不
明
な
部

分
が
あ
り
ま
し
た
。
掘
削
後
、

こ
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
地

盤
改
良
し
な
く
て
も
十
分
に

強
度
的
に
は
あ
る
ん
だ
ろ
う

と
、
設
計
業
者
等
で
総
合
的

な
地
盤
強
度
の
判
断
を
し
た

結
果
、
設
計
変
更
が
加
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。�

����  �
�

　
上
島
東
小
16
台
、
上
島
西

小
５
台
、
白
鳥
東
小
15
台
、

白
鳥
西
小
15
台
、
計
53
台
を

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
に
配
置
（
リ

ー
ス
期
間
が
終
了
し
新
た
に

購
入
）�

�����

���

（
11
月
10
日
）
日
）�

（
11
月
10
日
）
日
）�

（
11
月
10
日
）�



�� 

人
　
事�

◎
鉾
田
市
監
査
委
員
の
選
任�

◎
鉾
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命�

◎
鉾
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命�

� 

選
　
挙�

◎
鉾
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙（
指
名
推
選
）�

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員�

　
　
飯
　
塚
　
庄
　
助
（
大
　
竹
）�

　
　
　
　
尾
　
泰
　
晴
（
上
幡
木
）�

　
　
皆
　
藤
　
茂
　
也
（
子
　
生
）�

　
　
川
　
又   

　
　
淑
（
徳
　
宿
）�

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員�

　
　
第
１
順
位
　
村
　
上
　
勝
　
男
（
鹿
　
田
）�

　
　
第
２
順
位
　
東
　
峰
　
一
　
明
（
上
　
沢
）�

　
　
第
３
順
位
　
大
久
保
　
敏
　
雄
（
紅
　
葉
）�

　
　
第
４
順
位
　
　
　
山  

　
　 

悟
（
鉾
　
田
）�

� 

討
論
（
反
対
や
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
議
案
）�

　
鉾
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

�������������

職
員
の
給
与
の
引
き
下

げ
は
、
国
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
い
て
の
改
正
だ
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
市
は
ど

の
よ
う
な
見
解
な
の
か
。�

従
来
か
ら
人
事
院
勧
告

に
準
拠
し
て
給
与
の
対

応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

������

防
災
無
線
放
送
施
設
管

理
費
で
、
Ｊ-

ア
ラ
ー
ト

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
整
備
を
し
て
い
く
事

業
な
の
か
。�

�

�����

消
防
防
災
関
係
の
こ
の

Ｊ-

ア
ラ
ー
ト
と
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と

言
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

津
波
や
地
震
（
対
処
に
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
）、
緊
急

地
震
速
報
、
大
規
模
テ
ロ
が

発
生
し
た
と
き
、
国
の
ほ
う

か
ら
直
接
市
の
防
災
行
政
無

線
を
使
用
し
て
緊
急
情
報
を

放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。�

�����

い
ば
ら
き
園
芸
産
地
改

革
支
援
事
業
の
内
容
は
。�

内
容
は
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
や
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
野
菜
産
地
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

必
要
な
機
械
や
施
設
等
の
整

備
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も

の
で
す
。
補
助
対
象
は
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、

出
荷
調
整
機
、
収
穫
機
械
、

省
エ
ネ
設
備
等
で
す
。�

�����������

旭
中
学
校
の
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
築
事
業

で
約
３
億
５
３
０
０
万
円
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
は
。�

大
規
模
改
修
の
内
容
は
、

外
壁
の
改
修
工
事
と
し

て
塗
装
と
手
す
り
改
修
、
内

装
改
修
で
は
塗
装
改
修
、
家

具
・
備
品
の
改
修
と
し
て
は

背
面
ロ
ッ
カ
ー
・
黒
板
・
間

仕
切
り
な
ど
、
ト
イ
レ
の
改

修
、
電
気
設
備
改
修
、
屋
上

防
水
改
修
、
鋼
製
建
具
の
改

修
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

����

� ��

��
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と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大
洋
と
、

ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
の
統
合
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
①
現
在
の
進
捗

状
況
、
②
合
併
後
の
組
織
、
③
財
団

の
基
本
財
産
の
取
り
扱
い
、
④
温
泉

施
設
等
の
管
理
等
、
⑤
と
っ
ぷ
・
さ

ん
て
大
洋
の
馬
小
屋
、
陶
芸
小
屋
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。�

【
健
康
福
祉
部
長
】①
２
つ
の
健

康
増
進
施
設
は
、
大
洋
健
康
づ

く
り
財
団
と
鉾
田
健
康
ふ
れ
あ
い
財

団
が
そ
れ
ぞ
れ
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
12
月
６
日
に
吸
収
合
併
契
約

調
印
式
を
行
い
、
来
年
度
か
ら
新
た

な
財
団
と
し
て
事
業
が
開
始
で
き
る

よ
う
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
役
員
は
、
理
事
８
人
以
上
12
人
以

内
、
監
事
２
名
、
評
議
員
10
人
以
上

15
人
以
内
と
し
て
い
ま
す
。
③
今
回

は
吸
収
合
併
と
な
り
、
合
併
す
る
財

団
事
務
所
が
ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
と

な
る
た
め
、
法
手
続
上
、
吸
収
合
併

存
続
法
人
を
鉾
田
健
康
ふ
れ
あ
い
財

団
、
吸
収
消
滅
財
団
法
人
を
大
洋
健

康
づ
く
り
財
団
と
し
て
い
ま
す
。
吸

収
さ
れ
る
財
団
の
残
余
財
産
は
、
存

続
す
る
財
団
に
包
括
的
に
す
べ
て
を

承
継
す
る
と
さ
れ
て�

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的�

財
産
も
存
続
す
る
財
団
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
④
施
設
の

管
理
は
、
19
年
か
ら
22
年
３
月
末
日

ま
で
各
財
団
を
指
定
管
理
者
と
し
て

い
ま
す
。
22
年
度
か
ら
は
、
合
併
す

る
財
団
を
指
定
管
理
者
と
し
て
施
設

の
管
理
運
営
も
あ
わ
せ
て
行
わ
せ
る
方

向
で
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
⑤
と
っ

ぷ
・
さ
ん
て
大
洋
に
あ
る
馬
小
屋
は
、

町
村
合
併
前
に
、
施
設
で
飼
育
し
て

い
た
ポ
ニ
ー
と
関
連
す
る
事
業
備
品

及
び
車
両
を
売
却
し
て
お
り
現
在
ま

で
そ
の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
財
団
が
合
併
し
、
新
た
な

事
業
を
展
開
す
る
中
で
有
効
活
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
陶
芸
小
屋
は
、
大
洋
健
康
づ
く

り
財
団
が
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
実

践
事
業
と
し
て
行
っ
て
き
た
も
の
を

合
併
後
も
引
き
継
ぎ
、
一
般
の
利
用

者
に
加
え
、
教
育
委
員
会
や
学
校
等

と
連
携
し
て
陶
芸
教
室
を
開
催
し
、

広
く
市
民
に
芸
術
、
教
養
の
場
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

なお、今定例会の会議録公開は、３月頃の予定です。本会議の会議録（冊子）は、市立図書館で閲覧できます。�

①�
②�
③�

（
１
）
地
目
の
変
更
に
つ
い
て�

（
２
）
健
康
増
進
施
設
の
合
併
進
捗
状
況
に
つ
い
て�

（
３
）
合
併
特
例
債
事
業
に
つ
い
て�

（
１
）
２
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て�

（
２
）
行
財
政
の
運
営
に
つ
い
て�

（
１
）
交
通
安
全
に
つ
い
て�

（
２
）
小
中
学
校
へ
の
制
服
導
入
に
つ
い
て�

（
３
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て�

（
１
）
井
戸
水
に
つ
い
て�

（
２
）
鉾
田
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
１
）
文
化
複
合
施
設
に
つ
い
て�

（
２
）
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
３
）
そ
ば
の
ま
ち
鉾
田
の
Ｐ
Ｒ
の
考
え
に
つ
い
て�

（
４
）
大
洗
鹿
島
線
の
６
つ
の
駅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て�

（
１
）
農
業
施
策
に
つ
い
て�

（
２
）
海
岸
の
浸
食
に
つ
い
て�

（
３
）
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
に
つ
い
て�

（
１
）
農
産
物
の
加
工
場
に
つ
い
て�

（
２
）
海
岸
線
、
北
浦
、
涸
沼
の
開
発
等
に
つ
い
て�

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
に
つ
い
て�

（
１
）
学
校
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て�

（
２
）
基
幹
産
業
の
振
興
に
つ
い
て�

（
３
）
防
災
対
策
に
つ
い
て�

（
１
）
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て�

（
２
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
３
）
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て�

（
４
）「
笑
い
」の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て�

（
１
）
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
２
）
幼
稚
園
、小
中
学
校
の
耐
震
度
調
査
に
つ
い
て�

（
１
）
幼
稚
園
、小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て�

（
２
）
合
併
特
例
債
に
つ
い
て�

（
１
）
予
算
に
つ
い
て�

（
２
）
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て�

（
３
）
道
路
行
政
に
つ
い
て�

（
１
）
農
家
所
得
安
定
対
策
と
メ
ロ
ン
生
産
維
持
対
策
に
つ
い
て�

（
２
）
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
申
請
減
免
の
改
善
に
つ
い
て�

（
３
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て�

（
４
）
鉾
田
消
防
署
の
増
員
に
つ
い
て�

（
５
）
公
共
交
通
に
つ
い
て�

（
６
）
市
道
の
整
備
に
つ
い
て�



旭東小学校では制服が導入されていますが、ほかの小学校への制服

の導入の考えはあるのか伺います。また、市内の小・中学校は全部

統一の制服にして、クリーニング店や縫製業関係者などと協議しながらリ

サイクルの仕組みを考えられないか伺います。�

【教育部長】制服の導入は、教育委員会から指定するのではなく、保護者

や学校での話し合いの中で、全体の総意で推進すべきと考えています。

現時点で制服導入についての話は聞いていません。今後導入の機運が高まった

ときには、よりよい方法について話し合っていきたいと考えています。また、

中学校では、それぞれ個性や特徴を持った制服を制定してから久しく、地域の

方を初め多くの方々がそれぞれの制服に対する深い思いを持っていることと思っ

ています。�

今後、統廃合等を考えた時、制服が統一されていれば、どこの学校へ行っ

ても制服が変わらず、均しい教育を受けられる面でも有効ではないかと

思います。成長期の児童生徒は、あまり着ないうちに洋服が小さくなってしま

うこともあると思います。とても勿体ないことだと思います。経済不況の中、

リサイクル等の仕組みを構築できれば、本当に経済的だし、衣料品店等でも、

一時的な需要を見込めることが出来ます。合併特例債や補助金での導入は考え

られないのか伺います。�

【教育部長】今のところ、検討はしていません。�

朝
市
ト
ー
ク
は
、
毎
月
旧
３
町

村
を
回
り
、
朝
早
く
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
推
進
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
導
入
の
観
点
か
ら
と
思
い
ま

す
が
、
市
民
の
意
見
を
取
り
上
げ
、

市
政
に
何
ら
か
の
反
映
が
さ
れ
ま
し

た
か
。�【

総
務
部
長
】朝
市
ト
ー
ク
は
、

19
年
１
月
か
ら
開
催
し
て
、
今

年
11
月
ま
で
に
37
回
開
催
し
、
延
べ

191
名
の
市
民
の
方
々
に
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
、
参
加

者
が
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と

や
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
対
す
る
質
問
が
多
く
、
懇
談
を
通

じ
ま
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
の

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

要
望
な
ど
対
応
す
べ
き
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
担
当
課
に
指
示
を

し
て
対
処
し
て
い
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
提
案
で
対
応

し
た
主
な
も
の
は
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ご
み
収
集
を
行
っ
て
い
た
だ
く�

際
に
は
、
市
の
ほ
う
か
ら
無
償
で
ご�

������������
み
袋
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

う
よ
う
な
制
度
を
整
え
ま
し
た
。
②

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
③
く
ぬ
ぎ

の
森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
地

元
の
有
志
の
方
々
に
よ
り
ま
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

④
中
央
公
民
館
の
運
営
で
は
、
夜
間

で
も
コ
ピ
ー
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
よ
り
施
設
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
改
善
を
図
っ
た
と
こ�

ろ
で
す
。�



市では、安全で安心な水道水を供給するため、水道施設整備が行われていますが、

10月の「広報ほこた」に市内井戸水の水質検査の実施結果が掲載されていました。125

件中49件、約４割が飲料不適とのことですが、詳細について伺います。�

【水道部長】市内の水道普及及び使用水量の向上を図るため、本年度実施した井戸水の水

質検査については、３区域125カ所中、49カ所が水質基準から飲料不適となりました。

検出された項目は、一般細菌が６カ所、大腸菌が３カ所、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素が41

カ所、pH値基準値超過が１カ所です。�

検査は市内全地区を対象にしたようですが、採取場所はどう分類したのか。検査結果に

対しての市民からの問い合わせ件数は。また、今後の市の取り組みを伺います。�

【水道部長】採取場所は、畑地帯が63カ所、水田地帯13カ所、海岸地帯11カ所、

住宅地38カ所です。120名の方に検査協力をいただき、郵送により通知させ

ていただきました。検査結果を市広報、回覧等でお知らせしたところ、水質検

査の採取場所や飲料不適となった井戸の対策、検査方法に対する問い合わせ

等が水道部36件、鉾田保健所82件、合計118件ありました。かなりの反響

があったようなので、今後も水質検査は実施する方向で考えています。�

�

　19  
年
12 
月
鉾
田
市
文
化
複
合
施

設
基
本
構
想
中
間
報
告
及
び
提

言
を
見
て
、
市
は
こ
の
取
り
組
み
を
、

他
の
地
域
と
比
べ
置
き
去
り
に
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
サ
イ
ド
に
も
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
対
応
が
望
ま
れ
、
明
確
な
方
針

等
を
市
民
に
強
く
発
信
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
財
政
難
な

の
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
特

例
債
事
業
の
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で

考
え
を
伺
い
ま
す
。�

【
市
長
】文
化
複
合
施
設
は
、
計

画
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
設
置
の

要
望
が
あ
り
、
文
化
複
合
施
設
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
基
本

構
想
、
中
間
報
告
及
び
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
中
央
公
民
館

等
の
老
朽
化
・
耐
震
の
事

も
考
え
る
と
、
文

化
複
合
施
設

の
建
設
を

進
め
て�

い
き�

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
し

て
は
、
庁
内
に
仮
称
で
す
が
、
文
化

複
合
施
設
整
備
庁
内
研
究
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る

施
設
の
整
備
に
向
け
、
必
要
と
な
る

作
業
準
備
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
計

画
を
22
・
23
年
度
に
策
定
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
を
し
て
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
、
慎
重
な
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

施
設
を
造
っ
た
後
、
で
き
る
だ

け
経
費
の
掛
か
ら
な
い
維
持
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
な
が
ら

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。�

【
市
長
】将
来
的
に
は
経
費
の
削

減
と
し
て
、
例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
や
、
民
間
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
も
取

り
入
れ
て
、
今
の
公
民
館
的
な
も
の

で
は
な
く
て
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
こ

と
で
、
経
費
的
に
も
少
し
で
も
少
な

く
で
き
る
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。�



烟
田
玄
生
地
内
の
山
林
に
土
採

取
事
業
と
偽
り
、
産
業
廃
棄
物

が
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
か
ら
５
年
が

経
ち
ま
し
た
。
事
件
発
生
以
来
、
玄

生
地
区
住
民
の
費
や
し
た
金
銭
的
、

労
力
的
負
担
は
は
か
り
知
れ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
業
廃
棄
物

を
搬
入
し
た
業
者
が
悪
い
の
は
当
然

で
す
が
、
搬
入
を
さ
せ
る
要
因
を
つ

く
っ
た
行
政
側
に
も
責
任
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
撤
去
に
つ
い
て
、
県

と
協
議
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。�【

市
民
部
長
】烟
田
地
区
へ
の
産

業
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、

５
月
29
日
、
７
月
23
日
、
10
月
２
日
、

県
と
市
に
お
い
て
代
執
行
や
事
務
管

理
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
11
月
11
日
に
は
現
在
の
土
地
所

有
者
と
県
庁
に
て
面
会
・
協
議
を
行

い
、
所
有
者
に
は
土
地
の
管
理
責
任

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
に
つ
い

て
適
正
な
処
理
を
検
討
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
さ
ら
に
、
今
後
も
廃
棄
物

の
対
応�

協
議
を
し�

て
い
く
こ
と�

を
合
わ
せ
て
申�

し
入
れ
ま
し
た
。�

不
法
投
棄
を
行
っ
た
者
は�

現
在
収
監
中
で
す
の
で
、
県
は
面
会

に
努
め
、
廃
棄
物
の
徹
底
に
つ
い
て

引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
で
す
。�

県
と
３
回
ほ
ど
交
渉
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
結
果
と
し

て
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
私
は
土
地
所
有
者
に
、

所
有
者
の
責
任
と
し
て
産
廃
物
を
持

ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
行
政
で
行
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

地
元
住
民
が
所
有
者
に
か
け
合
い
に

行
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。�

【
市
民
部
長
】土
地
の
地
権
者
と
、

ま
た
話
し
合
い
を
す
る
約
束
も

で
き
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で

現
地
権
者
に
話
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

ブランドアップのＰＲも大分進んで、商品も15種類を数えるまでにな
りました。今後の方向性を伺います。また、加工品については、ほと

んどが市外の業者にお願いをしていると思います。市の農産物は、年間を通
して多種にわたり生産がされていて、これらを生かすのが加工場であると思い
ます。市内で加工場ができないのか、またそれが無理ならば、農産物の加工をす
る企業などの誘致ができないか伺います。�

【産業経済部長】ブランド化の今後の方向性は、生産段階の取組みとして農業振興
センター機能の充実や適正農薬の規範として（仮称）鉾田ＧＡＰの設立等も確立して、

鉾田ブランドの認証制度の充実を図っていき、各種ＰＲ活動も引き続き進めていきたいと思い
ます。一次加工場については、今後協議・検討していきたいと思っています。また、企業の誘
致については、農産物加工としての企業となれば雇用問題も含めて検討できますので非常に良
いのかなとは思っています。ただ、企業の進出によっては、鉾田の農業の基盤が破壊されるお
それや景気に左右される不安もあるので、合わせて検討していきたいと思います。�

規格外やＢ品等、普通では扱いづらいものを加工できれば、大きな力になると思います。
慎重に協議するとのことですが、具体的に加工場を今後つくれるような構想で進めても

らえるのか。またブランド商品の開発も、地元業者で開発して、市内飲食店での販売等をして
いく考えはあるのか伺います。�

【産業経済部長】Ａ品を使った高級品と別に、規格外を使った庶民的な加工品もあってい
いとは思っています。パウダーやピューレ等、前向きに考えたいと思います。また地元

の中でも開発ができる商品については一緒にやっていただきたいと思っています。商店街や商
工会の協力をいただきながら、地元での特産品を生産、販
売していくことで市全体に広がっていければ、観光協会と
しても、さらにアピールをかけていきたいと考えています。�

適正な農業生産のやり方をマニュアル化し、作業の確認と記録を�
しながら、しっかりと生産管理を実践していくことです。�



現在の耐震調査の進捗状況、また先日行われた旭中学校の50周年記念事

業で、市長のごあいさつにもあった旭中学校の耐震補強及び大規模改造事

業、今後の学校適正規模、統廃合も見据えた補強工事の取り組みについて伺い

ます。�

【教育部長】耐震診断調査は、本年度は幼・小中学校校舎、体育館等合わせ

て30施設の調査を行っており、全体結果は来年５月頃に出る予定です。

複数施設が耐震基準値（ I S値0.7未満）を下回る結果が予想されますので、危険

性の高い施設から耐震補強等の対応策を施し、児童生徒の安全確保を図っていき

たいと考えています。旭中の耐震補強及び大規模改造関係については、I S値0.5

の2,877㎡について補強工事を予定しており、22年度中には完成する予定です。�

今回の旭中学校の補強工事も含め、今後は市内４中学校を維持しながら、

周辺の小学校を配置していくのかなと思います。耐震診断結果が出て、ど

のように小学校の改修工事を進めていくのか。�

【教育長】耐震の結果が問題ないことを願っているわけですが、現実はきっと

厳しい面も出てくる可能性がありますので、特に I S値0.3以下の状況が

出てきたような場合には、例えば近隣の学校等も含めた、緊急的な対応をしな

がらやっていく必要があるのかなと考えています。�

 21
年
１
月

13 
日
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
多
重
債

務
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
開
設
か
ら
現
在
ま
で
の
相
談
は

何
件
で
す
か
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
様
に
情
報
提
供
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。�

【
産
業
経
済
部
長
】相
談
件
数
は
、

11
月
20
日
時
点
で
、
38
件
。
こ

の
う
ち
鉾
田
市
民
の
相
談
件
数
は
31

件
で
、
主
な
内
容
は
、
交
通
事
故
や
、

個
人
的
な
多
重
債
務
、
架
空
請
求
の

問
題
等
が
非
常
に
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
情
報
提
供
は
、
団
体
の
会
議

な
ど
の
場
で
チ
ラ
シ
で
の
啓
蒙
活
動

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
全
国
ネ
ッ
ト
の
パ
イ
オ
ネ
ッ

ト
の
整
備
を
現
在
進
め
て
お
り
、
国

か
ら
２
月
頃
に
パ
ソ
コ
ン
の
支
給
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
消
費

生
活
に
関
す
る
啓
発
情
報
な
ど
も
迅

速
に
市
民
に
対
し
て
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高

齢
者
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い

こ
と
か
ら
、
悪
質
商
法
の
根
絶
を
目

指
し
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

等
を
規
制
す
る
特
定
商
取
引
法
割
賦

販
売
法
の
改
正
案
が
施
行
さ
れ
、
経

済
産
業
省
の
ま
と
め
で
は
、
特
商
法

違
反
で
業
者
に
業
務
停
止
命
令
な
ど

を
下
し
た
行
政
処
分
件
数
は
、
19
年

度
に
前
年
度
比
２
倍
以
上
の
180
件
を

記
録
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

す
ま
す
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前

の
質
問
で
も
講
演
会
の
実
施
や
出
前

講
座
な
ど
の
啓
発
運
動
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
今
回
改
め
て
実
施
の
考

え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。�

【
産
業
経
済
部
長
】出
前
講
座
に

つ
い
て
は
、 

旭
地
区
で
ご
年
輩

の
方
々
の
会
議
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
う
い
っ
た
場
面
に
相
談
員
が
出
向
し

て
、 

講
座
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

鉾
田
地

区
も
同
様
で
す
。 

今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
、 

内
容
を
充
実
さ
せ
た
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

I S値0.3未満�
I S値0.3以上0.6未満�
I S値が0.6以上�

…………崩壊する危険性が高い�
…崩壊する危険性がある�

………崩壊する危険性が低い�



今
年
度
実
施
し
て
い
る
30
施
設

の
耐
震
度
調
査
に
つ
い
て
基
準

を
下
回
る
結
果
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

や
、
９
月
に
出
た
鉾
田
市
学
校
教
育

施
策
検
討
委
員
会
の
答
申
を
見
る
限

り
で
は
、
統
廃
合
す
る
べ
き
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
小
学
校
を
統
合
す
る

場
合
は
何
校
が
望
ま
し
い
の
か
伺
い

ま
す
。�【

教
育
部
長
】９
月
９
日
に
幼
稚

園
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
、

適
正
配
置
に
つ
い
て
、
鉾
田
市
学
校

教
育
施
策
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
月
中
に
は
鉾
田
市
公
立
学
校
施
設

適
正
配
置
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
答
申
に
基
づ
き
子
供
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
の
策
定
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
学
校
数
に
つ
い

て
明
示
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

学
校
は
、
災
害
時
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
避

難
場
所
が
危
険
に
冒
さ
れ
て
い
る
と
。

来
年
５
月
の
診
断
結
果
を
待
っ
て
い

な
い
で
、
す
ぐ
に
で
も
検
討
す
べ
き

問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
統
廃

合
問
題
は
、
鉾
田
市
に
と
っ
て
今
一

番
大
事
な
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
私

の
意
見
と
し
て
は
、
小
学
校
は
４
校

が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。�

【
教
育
部
長
】昭
和
45
年
以
前
の

学
校
の
校
舎
・
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
建
て
替
え
が
必
要
で
あ
り
、

46
年
か
ら
56
年
ま
で
の
建
物
に
つ
い

て
は
耐
震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

56
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
新
耐
震
設

計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
を

も
と
に
、
早
急
な
対
応
を
し
て
い
く

考
え
で
す
。
学
校
数
に
つ
い
て
は
参

考
意
見
と
さ
せ
て
い
た
だ
き�

ま
す
。�

急激な少子化の進展により、本市の児童生徒数は、10年前と比較し

約20％も減少し、学校の教育環境は大きく変化しています。学校は

学力向上の場であるとともに、社会性の育成やお互いが切磋琢磨する場と

して、一定の規模が必要であると考えています。現在の幼稚園、小中学校

の規模、配置についてどのように認識しているか。今後どのように対応して

いくか伺います。�

【教育部長】20年12月に鉾田市学校教育施策検討委員会に対して、幼稚園、

小中学校の適正規模・適正配置について諮問をし、９月９日に幼稚園、中

学校の教育環境は、施設の老朽化、整備状況等の課題はあるが、適正規模・適

正配置は、おおむね適正であるという答申をいただきました。一方、小学校は、

適正規模の考え方について提言をいただきました。教育委員会としては、この

答申を尊重していきたいと考えています。今後は、今月設置される鉾田市公立

学校施設適正配置計画策定委員会に対して、小学校の適正配置等について諮問

をし、適正配置の具体的な計画策定ができるものと考えています。�

幼稚園と中学校がほぼ適正となると、小学校の統廃合に絞られると思いま

す。内閣府が公表している我が国の人口構造の推移と見通しによると、今

後も年少人口の大幅な減少が見込まれており、子どもの数を考えていくと必然

的に小学校の数も決まると思います。幾通りかの具体的な指針を提案したうえで、

委員会に諮問してはいかがですか。�

【教育部長】今回立ち上げるのは検討ではなくて策定の委員会なので、具体

的な結果が求められます。そういう意味では、教育委員会で複数のパター

ンを提示して、その中で検討を加えていただければと考えています。�



本市には創作活動、生産活動及び地域社会との交流を通し、自立への支援を
行う事業を目的とした、のぞみ・スマイルハウスの２カ所の支援センターが

あります。11月の収穫祭の日に、のぞみの利用者が、階段で転倒し、前歯を折り、
唇を切り、救急車で搬送されましたが、職員の指導はどうだったのか。施設に不
備な点があったのか。今後、各支援センターにおいてどのような改善をするのか
伺います。�
【健康福祉部長】のぞみの収穫祭時のけがの原因については、つまずいたとい
うことではなく、発作による症状が原因であったと認識しています。日ごろ

の生活訓練、作業訓練では、指導員が細心の注意を払いながら指導、目配りを
行っていますが、今回の事故を機に、さらに事故防止に気を配った対応に心がけ
るよう指導していきたいと思います。施設については、特に問題はないと思って
いますが、安全性や利便性を向上させるという観点からは、スロープなどの設置
を検討していきたいと考えています。スマイルハウスでは、敷地内の駐車場に車
が出入りする際に、市道路肩の段差が、通路を遮断する形になっており、車体が
路肩部分に乗ってしまい、往生するという事態が何度かあったと聞いています。
関係部署等との協議を行い、未然に防ぐ手だてを考えていきたいと思っています。�

のぞみでは10年前にも大きな事故があったと伺っています。私も現場を見
てきました。のぞみ作業所と社会福祉協議会の間には階段が５段ぐらいあり

ました。なぜ新しく作業所を作る時にスロープや手すりなどを付けなかったのか。
障害者の目線で考えることが必要だったと思いますが、当時の状況を伺います。�
【市長】のぞみは、私が鉾田町長になった11年には、今の社協の狭い部
屋が作業所になっていました。新しく現在の場所に作る際に、その当

時の感覚では、作業は全てのぞみ施設内でできるようなイメージを持って
いましたので、階段をそんなに利用するとは、認識していませんでした。�

①
日
本
と

ア
メ
リ
カ

と
で
農
産
物
の
輸
入
自
由
化

協
定
の
促
進
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
農
業
を
ア
メ
リ
カ
に
売
り
渡
し
、

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
暴
挙
を
許

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
②
メ

ロ
ン
の
生
産
が
毎
年
減
少
を
続
け
て

い
ま
す
。
メ
ロ
ン
を
初
め
野
菜
全
般

の
補
償
基
準
価
格
の
引
き
上
げ
や
農

家
の
資
金
造
成
負
担
の
軽
減
な
ど
、

制
度
の
改
善
等
を
国
に
要
求
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。
③
メ
ロ
ン

の
生
産
減
少
の
理
由
と
し
て
、
つ
る

割
れ
病
の
被
害
、
販
売
価
格
の
低
下

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
抵
抗
性
苗
の
使

用
の
た
め
、
農
家
の
負
担
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
接
ぎ
木
苗
の
育
苗

施
設
な
ど
資
材
購
入
に
対
し
、
国
、

県
、
市
の
助
成
に
よ
り
、
農
家
を
支

援
す
る
対
策
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

伺
い
ま
す
。
④
今
秋
は
、
農
産
物
な

ど
価
格
低
落
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
を
控
え
、
資
材
代
の
支
払
い
が

困
難
な
農
家
へ
の
救
済
策
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
融
資
制
度
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。�

【
産
業
経
済
部
長
】
①
日
米
自

由
貿
易
協
定
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し

て
は
、
価
格
競
争
力
の
あ
る
輸
入
農

産
物
が
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

当
然
市
の
農
業
へ
の
影
響
は
大
き
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
大
変
好
ま

し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
②
野

菜
全
般
の
補
償
基
準
価
格
の
制
度
の

改
善
・
見
直
し
で
す
が
、
基
本
的
に

は
各
Ｊ
Ａ
ま
た
は
生
産
者
が
、
各
自

の
経
営
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
必
要

に
応
じ
て
判
断
す
る
べ
き
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
注
意
を
し
な

が
ら
推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
③
資
材
購
入
費
の
県
、
国

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
資
材
購

入
に
対
す
る
補
助
は
、
県
で
は
対
応

し
て
い
ま
せ
ん
。
市
と
し
て
も
、
メ

ロ
ン
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
単
独
の
助
成
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
④
融
資
制
度
は
、

現
状
で
は
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
、

改
善
等
の
た
め
の
資
金
等
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
、
市
が
利
子
助
成
を
し

て
い
る
無
利
子
で
の
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
畜
産

農
家
へ
の
資
金
は
、
家
畜
飼
料
特
別

支
援
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。
救
援
策

の
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

制
度
活
用
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�



（
11
月
10
日
）�

（
11
月
10
日
）�

　12月４日（金）に鉾田市内の小学校の自転車通学の
実態調査を行いました。�

　12月７日（月）から８日（火）にかけて過去
に提出された道路整備に関する請願を審査
するために鉾田市内26ケ所の現地調査を行
いました。�

　11月16日（月）から17日（火）にかけて稲敷
市議会・埼玉県小川町議会において議会広
報編集に係る視察研修を行いました。�
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